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「
平
成
20
年
度
も
の
づ
く
り
白
書
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　に
つ
い
て

も
の
づ
く
り
白
書
は
、
も
の
づ
く
り
基
盤
技
術
振
興
基
本
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
二
号
）
第
八
条
の

規
定
に
基
づ
き
、
経
済
産
業
省
・
厚
生
労
働
省
・
文
部
科
学
省
が
連
携
し
て
作
成
す
る
、
も
の
づ
く
り

基
盤
技
術
の
振
興
に
関
し
て
講
じ
た
施
策
に
関
す
る
年
次
報
告
で
す
。

経済産業部

  

平
成
21
年
７
月
10
日（
金
）、県
内
企
業
、

関
係
行
政
機
関
、経
済
団
体
等
に
対
し
、

も
の
づ
く
り
基
盤
技
術
に
つ
い
て
広
く
周

知
を
図
る
と
と
も
に
、維
持・発
展
さ
せ
る

こ
と
を
目
的
に
、「
平
成
20
年
度
も
の
づ
く

り
白
書
」の
説
明
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

併
催
事
業
と
し
て
、沖
縄
総
合
事
務
局
行

政
情
報
プ
ラ
ザ
に
お
い
て
、Ｏ
Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｗ
Ａ

型
産
業
振
興
プ
ロ
ジェク
ト
加
工
交
易
部
会

に
よ
る「
も
の
づ
く
り
展
示
会
」を
開
催
し

ま
し
た
。

　

今
般
、平
成
21
年
５
月
19
日
に
国
会
報

告
さ
れ
た「
平
成
20
年
度
も
の
づ
く
り
白

書
」で
は
、我
が
国
も
の
づ
く
り
が
直
面
す

る
課
題
と
展
望
、も
の
づ
く
り
基
盤
強
化

の
た
め
の
人
材
の
育
成
、も
の
づ
く
り
の
基

盤
を
支
え
る
研
究
開
発・学
習
の
振
興
等

に
つい
て
分
析
を
行
って
い
ま
す
。

　

現
在
、我
が
国
も
の
づ
く
り
産
業
は
、非

常
に
厳
し
い
状
況
下
に
お
か
れ
て
い
ま
す
。

米
国
の
金
融
危
機
に
端
を
発
し
た
世
界
同

時
不
況
は
深
刻
度
を
増
し
、我
が
国
経
済

に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。　

　

我
が
国
も
の
づ
く
り
産
業
は
、急
速
な

生
産
調
整
を
余
儀
な
く
さ
れ
、こ
れ
に
伴
っ

て
雇
用
情
勢
は
厳
し
さ
を
増
し
て
い
ま

す
。か
つ
て
我
が
国
は
、二
度
に
わ
た
る
オ

イ
ル
シ
ョッ
ク
を
契
機
と
し
て
、徹
底
し
た

省
エ
ネ・省
資
源
対
策
に
取
り
組
み
、産
業

部
門
に
お
い
て
世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
効
率

化
を
達
成
し
ま
し
た
。今
回
の
危
機
に
お

い
て
も
、我
が
国
経
済
に
お
け
る
も
の
づ
く

り
産
業
の
重
要
性
を
再
認
識
す
る
と
と
も

に
、今
回
の
危
機
を
変
革
への
チ
ャ
ン
ス
と
と

ら
え
、人
材
を
始
め
と
す
る
経
営
資
源
の

磨
き
直
し
や
次
世
代
有
望
分
野
への
投
資

等
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、我
が
国
に
お
い
て
、も
の
づ
く
り
の

基
盤
技
術
を
引
き
続
き
維
持・発
展
さ
せ

て
い
く
た
め
に
は
、も
の
づ
く
り
に
携
わ
る

人
が
誇
り
を
持
っ
て
仕
事
に
取
り
組
む
こ

と
が
で
き
、次
代
を
担
う
若
者
や
子
供
た

ち
が
将
来
の
仕
事
と
し
て
も
の
づ
く
り
に

関
心
を
持
て
る
よ
う
な
社
会
の
実
現
を
目

指
し
、そ
の
積
極
的
な
振
興
を
図
って
い
く

こ
と
が
必
要
で
す
。　
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ものづくり展示会場

各章の主な内容は次のとおりです。

【第一章 世界同時不況下における我が国製造業の状況】
　我が国ものづくり産業を取り巻く現下の厳しい経済環境とそれへの対応状況につい
て、過去の景気後退期との比較も交えつつ分析するとともに、ものづくり労働者の雇用・
労働の現状と厳しい雇用情勢に対応した政府の対策について取り上げています。
　
【第二章 我が国ものづくり産業が直面する課題と展望】
　「資源環境制約への対応」、「ものづくりの底上げ」、「国際的生産体制・商品戦略の再
構築」及び「次世代有望産業への取組」という我が国ものづくり産業が直面する課題に
ついて分析を行い、我が国ものづくり産業が次なる成長を遂げるために必要な取組に
ついて記述しています。

【第三章 ものづくり中核人材の育成による製造基盤の強化】
　ものづくり基盤強化の観点から、ものづくり現場における中核人材の育成・確保や技
能継承等人材育成の現状及び課題について分析するとともに、それらを踏まえた能力
開発施策の方向性について記述しています。

【第四章 ものづくりの基盤を支える研究開発・学習の振興】
　地域の産業の活性化等に貢献する地域科学技術振興やものづくりに関する基盤技術
の研究開発の推進について記述しています。また、小学校から大学までの各段階で、子
どもの発達段階に応じたキャリア教育や科学技術・理数教育を推進するなど、学校教育
などを通じたものづくり人材の育成推進について言及しています。

※ものづくり白書の本文は、経済産業省の以下のＨＰに掲載されています。
　http://www.meti.go.jp/report/data/g90519aj.html

仕事の窓仕事の窓

プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
等
小
型
船
舶
に
対
す
る

安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施

プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
等
小
型
船
舶
を
安
全
に
利
用
す
る
た
め
に

運輸部
　

プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
の
海
難
事
故
発
生

件
数
は
、年
間
９
０
０
件
前
後
で
依
然
と

し
て
海
難
全
体
の
３
割
を
超
え
る
状
況
が

続
き
、死
者・行
方
不
明
者
を
伴
う
海
難
に

つ
い
て
も
全
体
の
約
３
割
を
プ
レ
ジ
ャ
ー

ボ
ー
ト
関
連
が
占
め
て
い
る
状
況
で
す
。ま

た
、近
年
、船
舶
安
全
法
に
基
づ
く
船
舶
検

査
を
適
切
に
受
検
し
な
い
小
型
船
舶
が
毎

年
３
〜
４
万
隻
発
生
し
て
い
る
こ
と
が
明

ら
か
に
なって
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
小
型
船
舶
を
放
置
す
る

と
、船
体
、機
関
の
整
備
不
良
の
可
能
性
も

高
ま
り
海
上
の
人
命
の
安
全
に
重
大
な
支

障
を
及
ぼ
す
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、運
輸
部
と

し
ま
し
て
は
、海
上
保
安
庁
等
関
係
機
関

と
連
携
を
密
に
し
、マ
リ
ン
レ
ジ
ャ
ー
活
動

が
活
発
と
な
る
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
か
ら

夏
期
休
暇
期
間
中
に
か
け
て
、プ
レ
ジ
ャ
ー

ボ
ー
ト
等
小
型
船
舶
に
対
し
て
、船
舶
検

査
の
受
検
、小
型
船
舶
操
縦
士
免
許
に
関

す
る
安
全
キ
ャ
ンペ
ー
ン
を
実
施
し
て
い
ま

す
。ま
た
、一
人
乗
り
小
型
漁
船
に
お
い
て

船
外
転
落
事
故
が
多
発
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、平
成
20
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ

た
小
型
漁
船
に
対
す
る
救
命
胴
衣（
ラ
イ

フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
）着
用
義
務
範
囲
の
拡
大
等

に
つ
い
て
も
併
せ
て
周
知
啓
発
活
動
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、従
来
か
ら
実
施
し
て
お
り
ま
す

小
型
船
舶
操
縦
士
の

遵
守
事
項（・酒
酔
い
等

操
縦
禁
止　
・危
険
操

縦
の
禁
止　
・免
許
者

の
自
己
操
縦　
・救
命

胴
衣（
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ

ト
）の
着
用
等
）に
つ
い

て
の
周
知
啓
発
を
伴

う
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動
の

際
に
も
、併
せ
て
こ
れ

ら
の
事
項
の
確
認
を
行

い
、ソ
フ
ト
、ハ
ー
ド
の
両

面
か
ら
小
型
船
舶
の

安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

実
施
す
る
こ
と
に
よ
り

安
全
確
保
を
推
進
し

て
い
ま
す
。
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